
http://www.asahi-hall.jp/hamarikyu/
または「浜離宮朝日ホール」で検索

マップは浜離宮朝日ホールオフィシャルサイトでも
ご確認できます。

その他の交通
●日比谷線「築地」駅
　２番出口　徒歩８分

●日比谷線「東銀座」駅
　６番出口　徒歩８分

●ＪＲ「新橋」駅
　徒歩１５分

●銀座線「新橋」駅
　徒歩１５分

都営大江戸線「築地市場」駅下車
Ａ２出口すぐ

東京都中央区築地５－３－2
朝日新聞社新館２階

浜離宮朝日ホール 小ホール

会場アクセス

FAX 番号　（０３）５９０３－６１１４

皆様からいただいた個人情報は、当機構が主催・共催・後援するシンポジウム、セミナー、刊行物等のご案内、広報誌・アンケート等の
送付に利用させていただきます。利用目的の範囲内で適切に扱うものとし、法令で定められた場合を除き、第三者には提供いたしません。

★入場券はお申し込みいただいた後、6月下旬に郵送いたします。

テーマに関する
質問・関心事項

〒　　　－　　　　　　

どちらかに印をお付け下さい

□勤務先　□自宅

入場券の送付先住所

メールアドレスFAX 番号電話番号

部署・役職組 織 名

めいせい
ふりがな

名姓
お 名 前

フォーラム 若者問題への接近：自立への経路の今日的あり方をさぐる（7月3日）

JILPT労働政策フォーラム参加申込書

FAX 番号　（０３）５９０３－６１１４ ⇧送信方向⇧⇧送信方向⇧

〒177-8502　東京都練馬区上石神井 4-8-23　広報企画課
Tel: 03-5903-6264　平日 9:00－17:30
Fax: 03-5903-6114　E-mail: forum@jil.go.jp

独立行政法人

労働政策研究･研修機構（JILPT）

お問い合せ先

ホームページからもお申し込みいただけます

http: //www.jil .go.jp/event /

参加申込書（ウラ面）にご記入のうえ、郵送・FAXにて
お送りください。後日、入場券を郵送いたします。

申込方法

藤田晃之　　国立教育政策研究所生徒指導研究センター総括研究官
佐藤博樹　　東京大学社会科学研究所教授／日本学術会議連携会員
湯浅　誠　　NPO法人自立生活サポートセンター・もやい事務局長
　　　　　　反貧困ネットワーク事務局長
宮本みち子　放送大学教養学部教授／日本学術会議連携会員
太郎丸博　　京都大学大学院文学研究科准教授／日本学術会議特任連携会員
小杉礼子　　労働政策研究・研修機構統括研究員／日本学術会議連携会員

パネリスト：

コメンテーター：

コーディネーター：

第2部　パネルディスカッション

藤田晃之　　国立教育政策研究所生徒指導研究センター総括研究官

佐藤博樹　　東京大学社会科学研究所教授／日本学術会議連携会員

湯浅　誠　　NPO法人自立生活サポートセンター・もやい事務局長
　　　　　　反貧困ネットワーク事務局長

宮本みち子　放送大学教養学部教授／日本学術会議連携会員

「自立に向けての高校生の現状と課題」

「企業の果たしてきた役割と今後の方向性：キャリア形成と非典型雇用」

「雇用保険でもなく、生活保護でもない第２のセーフティネットと伴走型支援
  ─支援の現場でみえてきたこと─」

「成人期への移行政策の課題と構想」

第1部　講演

プログラム

浜離宮朝日ホール 小ホール
東京都中央区築地5－3－2 朝日新聞社新館2階

未就職卒業者の増加から第２のロスジェネ問題の発生が
指摘される中、若者たちの自立への経路は見えにくく、不
安定になってきています。新規学卒で採用され、企業内訓
練を経て職業的自立を獲得し、同時に新たな家族を形成し
て生活の自立も確立していくというモデルから逸脱する若
者たちが増える中、新たな自立への経路はどう整備すれば
良いのでしょうか。
本フォーラムでは、これまで若者の自立を支えてきた社
会的装置（学校、企業、職業訓練、自立支援機関など）の
現状と課題を議論し、包括的支援政策の具体的な方向性を
検討します。

参加費 ：無 料 ※申込予約が必要です。

定 員 ：300名 ※定員に達し次第締め切ります。

13:30 ～17:00 （開場13:00）
2010年 7月 3日（土）

主催：（独）労働政策研究･研修機構（JILPT）／日本学術会議

自立への経路の今日的あり方をさぐる
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